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x2年の木材加工技術

一般建築物への市場拡大に基盤
国産材の利用技術が革新

国土交通省・国土技術政策総合
研究所は２月６日、茨城県つくば
市天王台の（独）防災科学技術研究
所・大型耐震実験施設で公開実験
「クロス･ラミネイティド･ティン
バーによる３階建て実大試験体の
振動実験」を実施し、ＣＬＴ構法の
耐震設計法の構築に向け実大耐震
実験を実施した。公共建築物等木
材利用促進法が施行し低層建築物
については原則として木質構造で
建築することとなったが、公共建
築物の木造化を推進していくため

には、大規模木造建築物の構法、構
造設計法を一般化していく必要が
ある。大規模木造建築物を可能に
するための一つの構法として、Ｃ
Ｌ Ｔ（ Cross-Laminated-Timber）
のパネルを使用した壁式構造（Ｃ
ＬＴ構法）がある。ＣＬＴ構法はヨ
ーロッパで発祥した構法で、木材
の挽き板（ラミナ）を直交して積層
接着した厚型パネルを躯体として
使用し、躯体の施工時間が短いの
が特徴。大規模木造建築物の有効
な構造方法として普及促進のため

の一般化が国内
外から求められ
て。しかし、地震
の多いわが国に
適用するために
は耐震性能を十
分に確保するこ
とが必要なため、
今回の公開実験
を行ったもの。
（独）防災科学技
術研究所、㈱日本
システム設計と
の共同研究の一
環として実施し
た。
集成材が木材
の挽き板の繊維
方向をそろえて

積層接着するのに対し、ＣＬＴは
繊維方向が各層でする。これによ
り一定の範囲で幅方向の強度を確
保でき、パネル材料として必要な
２次元の強度設計も可能になる。
ヨーロッパなどで考案・生産され
ているＣＬＴパネルは幅約３ｍ
程度、長さ20ｍ程度まで生産可能
で、表層の繊維方向は水平。開口は
矩形のパネルから切削して形成す
るのが一般的。これに対して国産
のＣＬＴパネルは最大寸法が１ｍ
×６ｍで、幅１ｍのパネルを壁パ
ネルやまぐさパネル、床パネルと
して使用して、躯体を構成する。将
来的に国産パネルの大型化も検討
されているが、実験では比較的小
さなパネルを接合する方式を採用
した。また、木材利用促進法の契機
となった、我が国の国土保全など
森林の多面的機能の低下を考慮し
て、国産樹種によるＣＬＴの可能
性を検討するため、スギを原料と
したＣＬＴを採用した。厚さ30㎜
のスギをラミナとして使用し、弾
性係数で等級区分した結果、最多
頻出のＬ50とその一つ下のクラス
Ｌ40 を抽出、抽出されたラミナは
ランダムに配置してパネルを構成
している。
ＣＬＴ構法３階建ての試験体は
壁パネルとまぐさパネルを接合し
て構面を構成している。パネル間
の接合方法は壁パネルの層間の接
合、試験体架台との接合も含めて
引きボルト式としている。

ＣＬＴ構法の耐震性能を試験

２月２日
茨城県つくば市で実大耐震実験
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資材から家具製造を革新
ｘ3年
世界の
専門見本市

２日間の特別展示・イベントも

インターツム

家具製造用資材の専門見本市・
インターツム2 0 1 3は５月1 3日
（月）から1 6日（木）までの４日
間、ドイツ・ケルン市のケルンメ
ッセ会場で開催し、各種家具の製
造用資材の革新と最新動向を紹
介する。
インターツム（ interzum、国
際家具産業・木材加工専門見本
市）は木材加工機械の専門見本
市・リグナと同年、２年に一度開
催する家具製造用資材の専門見
本市で、家具資材、キャビネット・
オフィス家具・キッチン家具用
資材及びパーツ、表面仕上げ材、
化粧パネル、表面仕上げ機械、フ
ィッティング、構造エレメント、
ビルトインパーツ、ライティン
グ、家具生産・木材加工機械、ク
ッション用カバー材、クッショ

ン資材・半製品、クッション加工
機械及びパーツ、天井・壁・アク
セサリー、窓・アクセサリー、木
材フローリング、ラミネート、
フローリング用機械などの最新
製品を一堂に展示・紹介する。
前回（2 0 1 1年）は1 4 7 ヵ国から
５万２千４百人（内3 4.4 ％に相
当する３万４千４百人はドイツ
国外から）が来場する国際的な
ビジネスイベント（6 1 ヵ国から
1,4 2 0社 が出展し、うち7 2 ％は
ドイツ国外の企業）。主催者はケ
ルンメッセ会社（ Koelnmesse 
GmbH）。
今回は突板、化粧シート、縁材
など各種表面仕上げ材、木材、化
粧パネル、接着剤などを「自然と
資材」（ Materials & Nature）の
テーマのもとにハレ５（１階）・

ハレ６に、照明関連部品、収納・
キッチン・モジュラー家具用の半
製品、金具・金物、ビルトインパ
ーツを「部品と機能」（ Function 
& Components）のテーマでハ
レ３（２階）、ハレ４（２階）、ハレ
５（２階）、ハレ７、ハレ８に、ま
た、クッション家具・ベッド用製
造用機械と皮革やファブリック
スなどクッション用資材は「機
械とテキスタイル」（ Texti le & 
Machinery）のテーマでハレ９、
ハレ1 0にゾーニングする。さら
に今回はハレ1 1 （２階）を「イ
ノマテリア」（ InnoMateria）と
して革新的な製品の特別展示・イ
ベント会場とする（５月1 4日・1 5
日）。また、第７回目となるインタ
ーツム賞（ interzum award）の
受賞製品展示やゾーンごとに設
ける特別展示コーナーのピアツ
ァ（ Piazza）を通じて技術革新
をクローズアップする。
開場時間は午前９時から午後
６時まで。入場料金は１日券が
2 5ユーロ、２日券が5 0ユーロ、
４日間有効の通し券が6 0ユーロ
で、前売りの場合はそれぞれ1 4
ユーロ、2 8ユーロ、3 5ユーロに
なる（いずれの入場券でも会期中
ケルン市内と近郊の公共交通機
関を無料で乗車できる）。ケルン
メッセ㈱（日本法人）では2 0 1 3年
３月下旬から前売りを開始する。
　　→www.koelnmesse. jp

５月13日～16日、ドイツ
ケルン市

Courtesy of Koelnmesse GmbH

������������������� ��������������������

2525

.0
タイプライターテキスト
【詳細は MachiningCore 2012年12月号】

http://www.machiningcore.com/



